
一
．
は
じ
め
に

弘
法
大
師
空
海
が
開
創
し
た
高
野
山
（
和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
）
は
、
現
在
も
一
一
七
の
塔
頭
寺
院
が
法
灯
を
繋
ぐ
真
言
宗
の
聖
地
で
あ

る
。
そ
の
塔
頭
寺
院
の
中
の
蓮
華
定
院
は
、
戦
国
武
将
の
信
州
真
田
氏
が
宿
坊
と
し
た
寺
院
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

（
（

（
註

同
院
の
寺
紋
は
六
文
銭
で
、
今

に
そ
の
余
風
を
残
し
て
い
る
。

同
院
の
開
基
は
建
久
年
間
（
一
一
九
〇
～
一
一
九
九
）
の
鎌
倉
時
代
初
頭
の
頃
で
、
公
武
両
者
か
ら
の
信
仰
を
得
た
行
勝
上
人
（
一
一
三
〇
～

一
二
一
七
）
と
伝
え
る
。
同
上
人
は
特
に
、
源
頼
朝
か
ら
の
帰
依
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
元
は
奥
之
坊
と
称
し
、
院
号
を
念
佛
院
と
し
た

。（
（

（
註

先
般
、
平
成
二
十
七
年
八
月
に
実
施
し
た
同
院
境
内
地
の
真
田
信
之
・
信
政
の
両
五
輪
塔
調
査
の
際
に
、
そ
の
周
辺
か
ら
室
町
時
代
前
期
の
武
将
で
、

将
軍
足
利
義
持
を
補
佐
し
て
幕
政
の
運
営
に
関
わ
っ
た
幕
府
管
領
の
細
川
満
元
（
一
三
七
八
～
一
四
二
六
）
の
宝
篋
印
塔
の
残
欠
を
、
偶
然
に
見
出
す

こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
に
そ
の
石
塔
の
概
要
を
紹
介
し
て
、
若
干
で
は
あ
る
が
考
察
を
述
べ
た
い
。
大
方
の
示
教
を
頂
戴
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
．
細
川
満
元
の
宝
篋
印
塔

宝
篋
印
塔
の
方
形
の
基
礎
の
み
の
残
欠
品
で
あ
る
。
硬
質
の
砂
岩
製
で
、
法
量
は
高
さ
二
六
㎝
、
幅
三
二
・
四
㎝
、
奥
行
三
二
・
二
㎝
。
側
面
の
高
さ

二
〇
・
四
㎝
。
上
部
は
二
段
式
と
な
っ
て
い
て
初
段
目
の
高
さ
三
㎝
で
幅
二
四
・
八
㎝
、
二
段
目
の
高
さ
二
・
六
㎝
で
幅
一
九
・
六
㎝
。
上
端
に
は
塔
身
を

受
け
る
た
め
の
直
径
六
・
六
㎝
、
深
さ
一
・
六
㎝
の
枘
孔
が
あ
る
。
正
面
と
思
わ
れ
る
面
に
は
輪
郭
を
巻
き
、
そ
の
中
に
、

　
　

新
発
見
の
細
川
満
元
宝
篋
印
塔　

― 

細
川
氏
と
高
野
山
高
祖
院 

―

木
下　

浩
良　
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岩
栖
院
殿
悦
道

歓
公
大
禅
定
門

广
永
三
十
三
年

十
月
十
六
日

【上】図版 1　

細川満元宝篋印塔（正面銘文）

【下】図版 2　

細川満元宝篋印塔（右側面の格狭間）
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と
陰
刻
銘
文
を
刻
す
る
。
他
の
三
面
は
い
ず
れ
も
輪
郭
を
巻
き
、
そ
の
中
に
格
狭
間
を
刻
す
る
（
図
版
1
～
4
の
写
真
・
実
測
図
・
拓
影
参
照
）
。

法
名
は
、
事
実
上
の
最
高
位
の
諡
号
と
さ
れ
て
い
る
「
院
殿
号
」
で
あ
り
、
一
見
し
て
相
当
の
権
力
者
の
も
の
と
推
察
さ
れ
た
。
博
捜
し
た
結
果
、 図版4　細川満元宝篋印塔背面拓影

図版3　細川満元宝篋印塔実測図・銘文拓影
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室
町
幕
府
管
領
の
細
川
満
元
の
法
名
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
（

（
註

銘
文
に
あ
る
「
广
」
は
「
応
」
の
異
体
字
で
、
応
永
三
十
三
年
（
一
四
二
六
）
十

月
十
六
日
と
な
る
。
こ
の
時
は
、
細
川
満
元
の
没
年
月
日
で
あ
っ
た
。

（
（

（
註

満
元
は
享
年
四
十
九
で
あ
る
。

陰
刻
銘
文
の
手
法
も
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
宝
篋
印
塔
全
体
の
形
態
も
室
町
時
代
前
期
の
も
の
で
間
違
い
な
く
、
格
狭
間
の
形
態
も
同
じ
く
室

町
時
代
前
期
頃
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
細
川
満
元
の
没
後
、
そ
う
年
を
経
る
こ
と
な
く
造
立
さ
れ
た
宝
篋
印
塔
と
判
断
さ
れ
る
。

同
時
期
の
高
野
山
で
造
立
さ
れ
た
宝
篋
印
塔
の
他
の
事
例
と
し
て
、
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
在
銘
の
奥
之
院
で
見
出
さ
れ
た
も
の
を
次
に
挙

げ
る
。
同
じ
く
基
礎
の
み
の
残
欠
品
で
あ
る
。
硬
質
の
砂
岩
製
で
、
法
量
は
高
さ
二
三
・
四
㎝
、
幅
二
九
㎝
を
測
る
。
上
部
は
二
段
式
と
な
っ
て
い
る
。

正
面
と
思
わ
れ
る
面
に
は
輪
郭
を
巻
き
、
そ
の
中
に
、

東
江
春
公
禅
門

广
永
廿
八
年

五
月
七
日

図版6　応永 28年（1421）宝篋印塔（背面の格狭間）

図版5　応永 28年（1421）宝篋印塔（正面銘文）
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と
陰
刻
銘
文
を
刻
す
る
。
他
の
三
面
は
い
ず
れ
も
輪
郭
を
巻
き
、
そ
の
中
に
格
狭
間
を
刻
す
る
（
図
版
5
・
6
の
写
真
参
照
）
。
細
川
満
元
の
宝
篋
印

塔
と
比
べ
る
と
、
一
回
り
小
さ
く
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
形
状
は
同
じ
で
、
格
狭
間
の
形
も
同
形
で
あ
る
。
細
川
満
元
の
宝
篋
印
塔
を
さ
か
の
ぼ

る
、
五
年
前
の
紀
年
銘
を
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

格
狭
間
の
各
時
代
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
川
勝
政
太
郎
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
平
安
時
代
後
期
の
も
の
は
上
方
の
く
り
返
し
の
花
頭
曲
線

が
浅
く
、
両
側
の
曲
線
が
ゆ
る
く
ふ
く
ら
み
気
味
で
、
お
お
ら
か
な
形
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
そ
れ
が
引
き
し
ま
り
、
花
頭
曲
線
も
両
側
の
曲
線
も

張
り
が
あ
っ
て
力
強
さ
が
あ
る
も
の
で
、
格
狭
間
の
完
成
さ
れ
た
形
状
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
南
北
朝
時
代
も
こ
の
鎌
倉
時
代
の
系
統
を
引
く
が
、

退
化
の
き
ざ
し
が
あ
ら
わ
れ
る
。
室
町
時
代
に
な
る
と
さ
ら
に
退
化
し
て
、
花
頭
曲
線
が
萎
縮
し
て
、
両
側
線
も
弾
力
性
を
失
う
。

（
註
５
）

ま
さ
に
、
そ
の
室

町
時
代
の
典
型
的
な
格
狭
間
の
形
を
示
し
て
い
る
の
が
、
細
川
満
元
塔
と
そ
の
類
例
に
挙
げ
た
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
塔
で
あ
る
。

こ
の
二
基
の
室
町
時
代
前
期
の
宝
篋
印
塔
の
形
態
は
、
他
の
高
野
山
に
お
け
る
同
時
期
の
も
の
に
共
通
す
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
は
同
一
か
同
一
系

統
の
石
大
工
に
よ
り
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
詳
細
な
高
野
山
に
お
け
る
宝
篋
印
塔

の
タ
イ
プ
分
類
に
つ
い
て
は
、
別
に
稿
を
改
め
て
考
察
を
述
べ
た
い
。
こ
の
時
期
の
高
野
山
側
の

石
大
工
の
手
に
よ
り
、
両
塔
は
造
立
さ
れ
た
宝
篋
印
塔
と
推
察
す
る
。

こ
の
細
川
満
元
の
宝
篋
印
塔
の
基
礎
が
見
出
さ
れ
た
地
点
は
、
蓮
華
定
院
の
裏
山
に
あ
た
る
同

院
北
東
部
で
あ
る
。
同
地
は
、
山
の
頂
部
を
え
ぐ
り
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
十
月
十
七
日
造

立
の
真
田
信
幸
五
輪
塔
と
、
同
年
二
月
五
日
造
立
の
真
田
信
政
五
輪
塔
の
大
型
の
大
名
墓
を
立
て

た
地
で
あ
る
（
図
版
7
参
照
）
。

周
辺
に
は
こ
の
宝
篋
印
塔
の
他
に
も
、
室
町
時
代
の
遺
物
と
推
定
さ
れ
る
一
石
五
輪
塔
な
ど
の

石
造
物
が
散
乱
し
て
い
て
、
元
は
蓮
華
定
院
の
裏
山
全
体
に
石
塔
が
造
立
さ
れ
て
い
た
様
子
が
伺

え
る
。
細
川
満
元
の
宝
篋
印
塔
も
そ
れ
ら
室
町
時
代
に
造
立
さ
れ
た
石
塔
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。

発
見
時
は
、
向
か
っ
て
左
に
立
つ
真
田
信
政
五
輪
塔
が
造
立
さ
れ
て
い
る
、
四
十
九
院
の
石
柵
の

図版7

真田信幸（向かって右）と真田信政（向かって左）の

大型の五輪塔
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左
側
の
草
む
ら
の
中
で
見
出
し
た
（
図
版
8
参
照
）
。
真
田
信
幸
・
信
政
の
両
塔
の
造
立
に
際
し
て
、
か
つ
て
造
立
さ
れ
て
い
た
石
塔
が
一
掃
さ
れ
て
、

さ
ら
に
は
山
肌
も
削
ら
れ
て
整
地
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
周
辺
付
近
を
く
ま
な
く
調
べ
た
が
、
こ
の
基
礎
部
分
の
他
に
一
具
と
さ
れ
る

宝
篋
印
塔
の
残
欠
は
見
出
せ
な
か
っ
た

。（
（

（
註

次
に
、
本
宝
篋
印
塔
の
銘
文
が
没
年
月
日
で
あ
る
こ
と
と
形
態
か
ら
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
細
川
満
元
が
没
後
の
直
後
に
造

立
さ
れ
た
も
の
か
、
年
忌
法
要
と
し
て
満
元
の
一
周
忌
か
三
回
忌
に
お
け
る
造
塔
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

細
川
満
元
の
院
号
の
「
岩
栖
院
」
は
、
現
在
で
は
京
都
の
市
内
の
地
名
と
し
て
今
に
残
っ
て
い
る
。
京
都
市
上
京
区
岩
栖
院
町
（
が
ん
す
い
ん
ち
ょ

う
）
で
あ
る
。
そ
の
地
名
は
、
同
地
に
細
川
満
元
の
邸
宅
が
あ
り
、
満
元
の
院
号
よ
り
由
来
し
て
い
る

。（
（

（
註

ま
た
、
細
川
満
元
が
生
前
に
建
立
し
た
岩
栖
院
（
が
ん
せ
い
い
ん
）
と
称
す
る
臨
済
宗
寺

院
も
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
院
が
あ
っ
た
地
点
は
、
京
都
市
東
山
区
下
河
原

町
の
高
台
寺
が
建
立
さ
れ
た
地
で
、
応
仁
の
乱
で
烏
有
に
帰
し
た
と
す
る

。（
（

（
註

一
方
、
細
川
満
元
が
建
立
に
関
わ
っ
た
と
す
る
寺
院
に
、
尼
崎
市
の
法
華
宗
大
本
山
本
興

寺
が
挙
げ
ら
れ
る
。
法
華
宗
本
門
流
の
祖
で
あ
る
日
隆
が
尼
崎
付
近
を
布
教
し
た
折
に
、
摂

津
国
守
護
で
あ
っ
た
細
川
満
元
が
夫
人
の
懐
妊
に
際
し
て
男
子
誕
生
の
祈
願
を
依
頼
し
て
、

無
事
に
男
子
が
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
礼
と
し
て
同
寺
が
建
立
さ
れ
た
と
す
る

。（
（

（
註

今
回
、
真
言
宗
の
聖
地
高
野
山
で
細
川
満
元
の
石
塔
が
発
見
さ
れ
た
意
義
は
、
上
記
の
満

元
の
信
仰
面
か
ら
も
貴
重
で
あ
る
。
生
前
は
臨
済
宗
寺
院
を
建
立
し
、
自
身
の
祈
願
の
た
め

に
は
法
華
宗
寺
院
を
立
て
、
さ
ら
に
は
死
後
に
お
い
て
は
真
言
宗
の
聖
地
の
高
野
山
─

こ
の

場
合
は
弘
法
大
師
空
海
ご
入
定
の
聖
地
の
意
味
か
─

へ
の
石
塔
の
造
立
と
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。
特
に
、
石
塔
造
立
の
地
は
前
記
の
京
都
東
山
の
岩
栖
院
の
地
に
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
と
、
実
際
に
京
都
に
お
い
て
細
川
満
元
の
石
塔
は
見
出
さ
れ
て
な
い
が
推
察
す
る
。
そ
れ

図版8　発見時の細川満元の宝篋印塔
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は
、
高
野
山
へ
の
造
塔
は
一
般
に
分
骨
か
遺
髪
が
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
自
体
は
細
川
満
元
自
身
が
相
当
な
弘
法
大
師
信
仰
者
で
あ

っ
た
こ
と
を
今
に
伝
え
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
細
川
満
元
の
供
養
に
関
す
る
史
料
と
し
て
は
、
「
細
川
満
元
朝
臣
十
三
回
忌
品
経
和
歌
」
お
よ
び
「
細
川
満
元
朝
臣
三
十
三
回
忌
品
経
和
歌
」

が
あ
る
が
、

（
（（

（
註

こ
の
二
点
の
史
料
か
ら
は
高
野
山
に
お
け
る
造
塔
を
物
語
る
も
の
は
見
出
せ
な
い
。

三
．
細
川
氏
と
高
野
山
高
祖
院

次
に
、
何
故
細
川
満
元
の
石
塔
が
蓮
華
定
院
境
内
地
の
裏
山
付
近
よ
り
見
出
さ
れ
た
の
か
、
考
察
を
進
め
た
い
。

先
ず
、
高
野
山
に
お
け
る
石
塔
造
立
の
場
所
と
し
て
は
、
弘
法
大
師
空
海
の
御
廟
が
あ
る
奥
之
院
に
集
中
し
て
い
る
が
、
今
回
の
石
塔
と
同
じ
で
、

奥
之
院
以
外
の
高
野
山
の
塔
頭
寺
院
境
内
地
で
も
石
塔
造
立
が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
筆
者
は
中
世
に
お
い
て
高
野
山

全
山
が
ア
ジ
ー
ル
（
聖
域
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
別
稿
で
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

（
（（

（
註

高
野
山
奥
之
院
は
確
か
に
弘
法
大
師
空
海
が
入
定
す
る
聖
地
の

中
の
聖
地
で
は
あ
る
が
、
高
野
山
内
で
あ
れ
ば
そ
の
造
塔
の
意
義
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
も
指
摘
し
た

。（
（（

（
註

蓮
華
定
院
の
沿
革
に
つ
い
て
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
行
勝
上
人
に
よ
る
開
基
と
さ
れ
て
い
る
。
同
上
人
は
戦
乱
で
荒
廃
し
て
い
た
高
野
山
の
堂
塔

伽
藍
の
復
興
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
後
の
蓮
華
定
院
と
細
川
家
と
の
関
連
性
を
導
く
史
（
資
）
料
は
見
出
さ
れ
な
い
。

蓮
華
定
院
と
武
将
と
の
関
係
を
物
語
る
も
の
は
、
同
院
所
蔵
の
古
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
も
先
に
触
れ
た
よ
う
に
真
田
家
と
蓮
華
定
院
が
取
り
交
わ

し
た
、
真
田
家
歴
代
当
主
が
発
給
し
た
「
蓮
華
定
院
宿
坊
証
文
」
の
他
に
は
、
信
州
の
村
上
家
・
小
泉
家
・
伴
野
家
・
大
井
家
等
の
諸
家
の
宿
坊
証
文

と
、

（
（（

（
註

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
武
将
の
肥
前
国
有
馬
晴
信
・
直
純
の
書
状
十
数
点
が
同
院
に
伝
わ
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
武
将
と
の
交

渉
は
分
か
る
が
、
細
川
家
と
の
関
係
を
示
す
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。

そ
こ
で
さ
ら
に
、
高
野
山
と
細
川
家
を
関
連
づ
け
る
史
料
が
な
い
か
と
博
捜
す
る
と
、
細
川
満
元
と
は
直
接
は
無
関
係
で
は
あ
る
が
、
同
じ
細
川
一

族
で
南
北
朝
時
代
の
武
将
の
細
川
顕
氏
が
、
高
野
山
の
塔
頭
寺
院
の
高
祖
院
へ
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
に
発
給
し
た
、
「
細
川
顕
氏
寄
進
状
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
の
古
文
書
は
正
文
で
、
既
に
『
大
日
本
史
料　

第
六
編
之
五
』
暦
応
元
年
十
月
九
日
の
条
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
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れ
は
水
戸
藩
の
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
た
め
の
採
訪
史
料
集
の
『
南
行
雑
録
』
（
佐
々
宗
淳
編
）
か
ら
の
転
載
で
あ
っ
て
、
史
料
の
一
行
分
が
脱
落
す

る
。

（
（（

（
註

『
南
行
雑
録
』
に
収
録
史
料
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
り
確
認
し
た
が
、
他
に
高
野
山
高
祖
院

と
細
川
氏
の
関
係
を
語
る
史
料
は
無
か
っ
た
。
逆
を
言
う
と
、
本
寄
進
状
の
存
在
が
江
戸
時
代
よ
り
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
長
文
の
寄

進
状
で
あ
る
が
、
煩
を
い
と
わ
ず
紹
介
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
改
行
の
印
と
し
て 

」
を
用
い
た
。

高
祖
院
が
顕
氏
か
ら
寄
進
を
受
け
た
の
は
、
和
泉
国
土
生
郷
の
地
頭
職
三
分
一
で
、
護
摩
支
具
・
燈
油
料
な
ど
の
寄
進
の
石
高
の
そ
れ
ぞ
れ
の
実
数

を
計
算
す
る
と
一
七
六
石
で
あ
る
が
、
文
書
で
明
記
す
る
総
石
高
は
一
六
七
石
と
記
し
て
い
て
間
違
っ
て
い
る
。
本
状
の
紙
質
は
楮
紙
。
法
量
は
、
縦

三
三
・
七
㎝
、
横
一
六
〇
・
二
㎝
。
寄
進
状
に
し
て
は
、
長
文
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
高
野
山
大
学
図
書
館
が
、
高
野
山
三
宝
院
か
ら
寄
託
を
受
け
て

い
る
資
料
群
の
一
つ
で
あ
る
。

（
（（

（
註

現
状
は
巻
子
本
に
装
丁
さ
れ
て
い
る
。
本
寄
進
状
は
三
紙
を
継
い
だ
も
の
で
、
そ
の
継
ぎ
目
に
は
細
川
顕
氏
の
紙
継

目
裏
花
押
が
二
箇
所
あ
る
。
細
川
顕
氏
と
い
え
ば
、
足
利
尊
氏
の
側
近
の
有
力
武
将
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

寄
進

高
野
高
祖
院
別
願
長
日
光
明
眞
言
護
摩
料
」
所
和
泉
國
土
生
郷
地
頭
職
三
分
一
絵
図
在
別
紙
」
事

護
摩
支
具　
　
　
　
　

貳
拾
石

佛　
　

供　
　
　
　
　

參
石
陸
斗

燈
油
料　
　
　
　
　
　

參
石
陸
斗

供
僧
陸
口
供
料　
　
　

佰
捌
石
人
別
拾
捌
石

承
仕
參
人
供
料　
　
　

拾
石
捌
斗
人
別
參
石
陸
斗

佛
閣
道
具
等
修
理
料　

參
拾
石
院
主
之
沙
汰

已
上
佰
陸
拾
柒
石

右
當
山
者
、
法
身
成
道
之
密
場
、
大
師
入
定
之
」
靈
窟
也
、
賓
劒
出
自
地
、
表
先
佛
遊
化
之
瑞
、
」
金
杵
懸
于
松
、
示
密
教
相
應
之
儀
、
東
西
龍
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臥
、
」
観
花
藏
於
心
海
、
南
北
虎
踞
、
念
實
相
於
此
山
、
」
一
詣
彼
所
者
、
不
假
聖
眼
、
忽
拜
都
率
、
適
歸
其
」
法
者
、
不
改
凡
身
、
頓
成
佛
位
、
然

問
歴
代　

英
主
、
」
運　

叡
心
兮
翠
華
幸
南
、
明
時
重
臣
凝
歸
」
敬
兮
丹
棘
無
外
、
就
中
、
當
院
者
安
大
師
影
像
、
」
仰
利
生
之
徳
、
爲　

勅
願
道
場
、

祈
國
家
之
福
、
故
」
卜
此
勝
地
建
壇
場
、
設
陸
口
清
淨
信
侶
、
始
置
」
光
明
眞
言
護
摩
、
久
祈　

聖
朝
安
全
、
武
門
」
長
久
、
殊
資
先
祖
菩
提
、
闘

乱
死
靈
、
抑
爲
彼
」
料
所
永
寄
進
件
地
、
一
投
佛
界
之
財
、
再
不
歸
」
俗
境
、
縱
雖
及
末
代
、
豈
不
思
此
理
乎
、
迄
于
子
々
孫
々
、
」
深
敬
信
之
思
、

於
寺
領
田
園
、
不
可
成
違
乱
煩
、
若
背
」
此
誓
願
者
、
非
顯
氏
餘
流
、
存
内
外
之
孝
道
、
可
怖
冥
」
顯
之
照
覽
、
但
於
供
僧
者
、
不
依
師
資
之
讓
、
」

専
可
撰
薫
修
之
仁
、
乞
願
継
勤
行
於
五
十
六
」
億
之
佛
庭
、
施
利
益
於
三
界
四
生
之
群
類
、
」
三
々
平
等
之
智
火
、
速
燒
三
重
妄
執
之
薪
、
」
事
理
相

應
之
觀
念
、
忽
開
本
有
輪
圓
之
覺
、
」
仍
寄
進
状
如
件
、

暦
應
元
年
十
月
九
日
從
五
位
上
行
兵
部
少
輔
源
朝
臣
（
花
押
）

細
川
顕
氏
の
先
祖
菩
提
と
、
南
北
朝
内
乱
の
闘
乱
死
靈
等
の
た
め
に
、
長
日
光
明
眞
言
護
摩
供
養
を
修
す
た
め
の
寄
進
状
で
あ
る
。
ア
ジ
ー
ル
（
聖

域
）
と
し
て
の
高
野
山
の
性
格
や
参
詣
の
功
徳
を
は
じ
め
、
高
祖
院
が
弘
法
大
師
の
御
影
を
安
置
し
、
六
人
の
僧
侶
を
設
け
た
勅
願
の
道
場
で
あ
る
こ

と
な
ど
記
し
て
い
る
。

同
寄
進
状
に
つ
い
て
は
貴
重
で
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
「
勅
願
道
場
」
と
し
て
い
る
点
は
ど
の
天
皇
の
勅
願
に
よ
る
も
の
か
。
『
紀

伊
続
風
土
記
』
の
高
祖
院
の
項
に
よ
る
と
、
「
光
明
帝
院
宣
」
と
し
て
、
「
勅
願
所
の
宣
旨
今
尚
宝
庫
に
在
」
と
あ
る
が
、
同
寄
進
状
が
発
給
さ
れ
た
暦

応
元
年
（
一
三
三
八
）
当
時
の
天
皇
が
北
朝
の
光
明
天
皇
で
あ
っ
て
、
同
天
皇
が
譲
位
す
る
正
平
三
年
（
一
三
四
八
）
以
前
で
あ
り
、
む
し
ろ
光
明
天

皇
勅
願
の
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
な
ど
興
味
は
尽
き
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
細
川
顕
氏
が
高
祖
院
を
祈
願
所
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
寄
進
状
で
あ
る
。
高
祖
院
は
、
鎌
倉
時
代
末
の
元
応
年
間

（
一
三
一
九
～
一
三
二
一
）
を
開
基
と
し
、
弘
法
大
師
を
本
尊
と
し
た
故
に
同
院
名
に
な
っ
た
と
し
て
い
る

。（
（（

（
註

高
祖
院
に
つ
い
て
は
後
世
の
史
料
で
は
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
関
連
史
料
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
江
戸
時
代
前
期
の
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）

に
、
一
無
軒
道
冶
が
著
わ
し
た
『
高
野
山
通
念
集
』
で
あ
る
。
同
文
献
は
、
女
人
禁
制
の
た
め
に
高
野
山
に
登
れ
な
い
女
性
を
対
象
に
記
さ
れ
た
高
野
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山
の
名
所
案
内
記
で
あ
る
。
そ
の
中
の
、
高
祖
院
の
項
目
に
、

　

禅
定
法
皇
、
前
光
明
院
殿
の
神
主
顕
氏
、
細

●
●

●

川
家
代

●
●

々
の

●

諸

●
●

尊
霊

●

、
慶
長
年
中
に
建
立
し
、
晨
夕
の
勤
行
を
こ
た
ら
ず
侍
る

と
あ
る
（
傍
点
筆
者
）。

（
（（

（
註

慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
の
こ
と
と
あ
る
が
、
細
川
家
代
々
の
霊
を
祀
る
霊
屋
か
位
牌
堂
的
な
存
在
の
も
の
が

建
立
さ
れ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
細
川
顕
氏
以
来
、
細
川
家
代
々
の
諸
霊
が
、
高
祖
院
で
代
々
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

細
川
満
元
に
つ
い
て
も
、
同
じ
細
川
一
族
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
高
祖
院
で
供
養
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
細
川
顕
氏
寄
進
状
の
内
容
は
、
上
記
の
よ
う
に
高
祖
院
に
対
し
て
祈
願
所
と
し
て
の
性
格
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
細
川
家

と
高
祖
院
が
宿
坊
契
約
を
結
ん
で
い
た
可
能
性
も
、
明
確
な
史
料
は
な
い
が
伺
え
る
も
の
と
推
定
す
る
。
南
北
朝
時
代
の
有
力
者
と
、
高
野
山
と
の

関
連
を
伝
え
る
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
高
野
山
に
お
け
る
初
出
の
宿
坊
関
係
史
料
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
、
高
野
山
勧
学
院
文
書
の
中
の
建
徳
二
年

（
一
三
七
一
）
「
金
剛
峯
寺
五
番
衆
契
約
状
案
」
で
あ
る
。

（
（（

（
註

そ
の
文
中
に
、

　
　

旅
人
引
事
、
且
為
二

寺
家
悪
名
一

、
且
為
二

旅
人
難
義
一

、
任
二

先
規
一

可
レ

被
レ

加
二

治
罰
一

、
至
二

宿

●

坊

●

一

者
、
不
レ

論
二

権
門
勢
家
一

、
可
レ

被
二

破
却
一

事

と
あ
る
（
傍
点
筆
者
）
。

同
文
書
は
高
野
山
参
詣
人
に
対
し
て
客
引
き
等
を
禁
ず
る
条
々
の
中
の
一
文
で
あ
る
。
建
徳
二
年
（
一
三
七
一
）
当
時
、
既
に
権
門
勢
家
と
高
野
山

の
塔
頭
寺
院
が
宿
坊
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
史
料
で
あ
る
。
宿
坊
制
度
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
内
容
で
、
権
門
勢
家
を
論
ぜ
ず
寺
院
を
破
却

す
る
よ
う
に
と
の
文
面
は
、
逆
を
言
え
ば
当
時
の
高
野
山
の
塔
頭
寺
院
が
、
宿
坊
制
度
が
広
ま
っ
て
い
て
そ
の
宿
坊
契
約
の
上
に
塔
頭
寺
院
が
成
り
立

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
状
は
細
川
顕
氏
が
高
祖
院
へ
寄
進
状
を
発
給
し
た
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
か
ら
、
三
十
三
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
そ
の
細
川
家
の
祈
願
所
で
あ
っ
た
高
祖
院
は
、
高
野
山
内
の
ど
の
地
点
に
あ
っ
た
の
か
、
記
録
や
高
野
山
の
古
絵
図
で
検
証
す
る
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と
、
蓮
華
定
院
所
在
の
谷
名
で
あ
る
一
心
院
谷
の
東
隣
の
五
室
谷
に
あ
っ
た

。（
（（

（
註

今
回
、
蓮
華
定
院
の
境
内
地
で
見
出
さ
れ
た
細
川
満
元
の
宝
篋
印
塔
と
、
こ
の
高
祖
院
と
は
緊
密
な
関
係
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
先
に
そ
の

私
見
を
い
う
と
、
こ
の
新
出
の
細
川
満
元
の
宝
篋
印
塔
が
あ
っ
た
地
点
は
、
元
は
高
祖
院
の
境
内
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
確
認
で
き
る
上
限
の
史
料
と
し
て
、
室
町
時
代
の
中
頃
の
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
に
記
さ
れ
た
『
高
野
山
諸
院
家
帳
』
が
挙
げ
ら
れ

る
。

（
（（

（
註

こ
れ
に
よ
る
と　

、
高
野
山
内
の
塔
頭
寺
院
は
以
下
の
十
一
か
所
に
分
か
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

西
院
墾
道
南
北　

南
谷
道
南　

谷
上
院
道
北　

壇
上
道
北　

中
院
道
北　

五
室
道
北
鼻　

千
手
院
道
北
奥　

中
別
所
道
北　

小
田
原
道
南
北　

西

谷
道
南　

東
谷
道
南

地
名
と
し
て
は
、
「
西
院
・
南
谷
・
谷
上
院
・
壇
上
・
中
院
・
五
室
・
千
手
院
・
中
別
所
・
小
田
原
・
西
谷
・
東
谷
」
と
な
る
。
こ
の
中
に
は
、
蓮

華
定
院
の
谷
名
で
あ
る
、
「
一
心
院
」
が
無
い
。

高
野
山
は
「
高
野
十
谷
」
と
言
っ
て
江
戸
時
代
後
期
に
お
い
て
は
十
の
谷
々
の
、
「
本
中
院
谷
・
谷
上
・
西
院
谷
・
南
谷
・
小
田
原
谷
・
往
生
院
谷
・

蓮
華
谷
・
千
手
院
谷
・
五
室
谷
・
一
心
院
谷
」
に
分
か
れ
て
い
た
が
、

（
（（

（
註

室
町
時
代
中
頃
に
お
い
て
一
心
院
谷
は
五
室
谷
に
含
ま
れ
て
い
た
。
『
高
野
山

諸
院
家
帳
』
が
記
す
「
五
室
道
北
鼻
」
の
寺
院
名
は
、

極
楽
堂　

平
等
智
院　

最
禅
院　

光
明
乗
院　

光
台
院　

大
定
院　

長
暹
法
眼
堂　

大
日
寺　

安
養
院　

高
祖
院　

浄
菩
提
院　

修
学
院　

華
遊

院　

不
動
堂　

一
心
院　

丈
六
堂　

寂
静
院　

文
殊
院　

菩
提
院　

隆
照
塔　

勢
至
堂　

塔　

金
光
院　

道
阿
弥
堂

で
あ
る
。
五
室
の
地
に
「
一
心
院
」
そ
の
も
の
が
含
ん
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

高
野
山
の
谷
名
は
時
代
と
と
も
に
変
遷
の
跡
が
見
ら
れ
る
。

（
（（

（
註

な
お
、
蓮
華
定
院
の
名
が
見
ら
れ
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
『
高
野
山
諸
院
家
帳
』
そ
の
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も
の
の
性
格
が
主
要
寺
院
を
記
載
し
た
も
の
で
、
小
坊
に
つ
い
て
は
省
略
し
て

い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
未
記
載
と
さ
れ
る
。

（
（（

（
註

高
野
山
は

江
戸
時
代
後
期
に
お
い
て
「
高
野
十
谷
」
と
し
て
で
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も

『
高
野
山
諸
院
家
帳
』
に
よ
っ
て
室
町
時
代
の
一
心
院
谷
と
五
の
室
谷
は
同
様

に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
問
題
の
高
祖
院
は
五
室
谷
の
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
。
現
在
、
高

祖
院
は
同
じ
高
野
山
の
塔
頭
寺
院
の
三
宝
院
に
院
号
を
移
し
て
い
る
。
高
祖

院
は
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
の
高
野
山
の
大
火
で
焼
失
し
た
た
め
、

記
録
等
は
殆
ど
残
っ
て
い
な
い
。
江
戸
時
代
の
高
野
山
古
絵
図
の
正
保
三
年

（
一
六
四
六
）「
御
公
儀
上
一
山
図
」
、
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）「
高
野
山
絵
図
」

に
よ
り
検
証
す
る
と
、
現
在
の
聖
方
の
東
照
宮
が
立
て
ら
れ
て
い
る
東
側
に
高

祖
院
は
敷
地
を
持
ち
、
寺
院
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

（
（（

（
註

こ
の
高
祖
院
の
位
置
は
、

先
に
述
べ
た
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
の
高
野
山
の
大
火
で
同
院
が
焼
失

す
る
ま
で
変
わ
ら
な
い
。

（
（（

（
註

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
「
高
野
山
古
絵
図
」
に
よ

り
高
祖
院
か
ら
蓮
華
定
院
付
近
の
様
子
を
挙
げ
る
と
、
図
版
9
の
よ
う
に
な

る
。蓮

華
定
院
か
ら
高
祖
院
ま
で
の
間
隔
は
直
線
距
離
に
し
て
三
〇
〇
ｍ
程
で

あ
る
。
図
版
10
は
現
在
の
地
図
に
高
祖
院
が
あ
っ
た
推
定
場
所
と
、
細
川
満
元
の
宝
篋
印
塔
が
見
出
さ
れ
た
地
点
、
後
述
の
鉢
伏
山
山
頂
を
挙
げ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
何
故
こ
れ
程
の
距
離
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
筆
者
が
今
回
発
見
し
た
細
川
満
元
の
宝
篋
印
塔
を
高
祖
院
関
係
の
遺
物
と
推

定
す
る
根
拠
は
、
そ
の
高
祖
院
の
敷
地
の
広
さ
で
あ
る
。
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
高
祖
院
の
項
に
記
載
の
記
述
に
、

図版9　寛政 8年「高野山古絵図」に見る蓮華定院と高祖院周辺の様子
（日野西眞定編『高野山古絵図集成』より転載）
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図版10　細川満元宝篋印塔発見地点・鉢伏山山頂・高祖院推定地
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此
地
大
師
堂
の
東
山
の
麓
五
の
室
路
の
北
に
あ
り
地
坪
合
し
て
二

●
●

●
●

●
●

●

千
九
百
四
十
二
坪

●

七

●
●

歩
四

●
●

厘
あ
り
東
は
康
徳
院
に
隣
り
南
は
墾
道
に
限
り
西
は

大
師
堂
路
に
限
り
北
は
鉢
伏
山
あ
り

と
あ
る
こ
と
に
よ
る
（
傍
点
筆
者
）
。

（
（（

（
註

三
〇
〇
〇
坪
近
く
も
の
広
大
な
敷
地
を
、
高
祖
院
が
要
し
て
い
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
文
中
の
「
鉢
伏
山
」

と
は
、
聖
方
の
東
照
宮
の
あ
る
付
近
の
裏
山
の
こ
と
で
あ
る
。

（
（（

（
註

こ
の
鉢
伏
山
の
標
高
は
九
〇
〇
ｍ
で
、
五
室
谷
か
ら
一
心
院
谷
を
山
麓
に
す
る
。
ま
さ

に
、
高
祖
院
の
広
い
境
内
地
の
一
角
の
「
鉢
伏
山
」
の
山
麓
か
ら
、
細
川
顕
氏
の
宝
篋
印
塔
は
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
細
川
氏
と
高
野
山
高
祖
院
に
つ
い
て
は
、
坂
口
太
郎
氏
よ
り
有
益
な
三
点
の
関
係
史
料
を
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
が
「
高
野
山
文
書
出
納

注
文
」
「
杲
宝
僧
都
日
記
」
「
御
前
落
居
記
録
」
で
あ
る
。　

先
ず
、
「
高
野
山
文
書
出
納
注
文
」
は
高
野
山
文
書
の
「
又
続
宝
簡
集
百
十
二
」
に
収
録
の
も
の
で
あ
る
。

（
（（

（
註

暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
八
月
二
十
三

日
と
同
年
十
月
四
日
付
の
も
の
で
、
高
野
山
側
の
十
七
通
の
文
書
を
京
都
の
北
朝
方
へ
提
出
し
て
、
そ
の
返
納
や
仲
介
を
、
高
祖
院
と
龍
恵
房
な
る
人

物
が
取
り
次
い
だ
こ
と
を
伺
わ
せ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
同
文
書
の
前
半
部
分
を
以
下
に
紹
介
す
る
。
文
書
中
の
合
点
等
の
符
号
は
省
略
し
た
。
暦

応
三
年
（
一
三
四
〇
）
と
い
え
ば
、
細
川
顕
氏
が
高
祖
院
へ
発
給
し
た
同
院
へ
の
寄
進
状
か
ら
二
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
高
祖
院
が
京
都
の
北
朝
方
と

よ
り
親
密
な
関
係
と
な
っ
て
い
た
様
が
伺
わ
れ
る
。

　
　

京
都
使
節
方　

上
文
書

　

一
持
明
院
殿
御
告
文
幷
院
宣
具
書
等
六
通

	

為
沙
汰
預
置
高
祖
院
了

	

鳥
羽
院　

庁

一
荒
川
庄
御
寄
附
院
宣
一
通

大
治
四
年

十
月
五
日

	

已
上
二
通
者
龍
恵
房
帰
山
之
時
奉
返
納
了
厂
応
三
年

十
月
四
日
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八
條
院
庁
下
文
一
通

応
保
二
年

四
月
廿
一
日

　
　
　
　
　

新
院
庁
下
文
一
通　

治
承
四
年

十
二
月
日

	
此
一
通
ハ
為
京
都
沙
汰
預
置
高
祖
院
了

　
　
　

暦
応
三
年
八
月
廿
八
日　
　

（
以
下
、
略
）

次
に
「
杲
宝
僧
都
日
記
」
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
「
円
融
院
御
潅
頂
記
」
の
紙
背
に
あ
る
も
の
で
、
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
十
一
月

二
十
六
日
条
に
、

高
野
高
祖
院
於
天
王
寺
打
死

と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
日
の
南
朝
方
の
楠
木
正
行
軍
と
、
北
朝
方
の
細
川
顕
氏
ら
が
率
い
る
室
町
幕
府
軍
と
が
戦
っ
た
住
吉
・
天
王
寺
合
戦
に
お
い
て

顕
氏
軍
は
大
敗
す
る
が
、こ
の
時
に
高
野
山
高
祖
院
の
僧
侶
が
戦
死
し
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
史
料
の
紹
介
者
の
後
藤
紀
彦
氏
は
、「
陣

没
し
た
高
祖
院
は
足
利
尊
氏
に
お
け
る
醍
醐
三
宝
院
賢
俊
の
如
く
、
顕
氏
に
扈
従
し
た
僧
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
重
要
な
指
摘
を
示
し
て
い
る
。

（
（（

（
註

い
う

ま
で
も
な
く
賢
俊
は
、
足
利
尊
氏
の
腹
心
の
一
人
で
、
尊
氏
に
従
軍
し
た
僧
侶
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
、
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
発
給
の
「
細
川
顕
氏
寄
進
状
」
か
ら
、
九
年
後
の
出
来
事
で
あ
る
。
細
川
氏
と
高
祖
院
と
の
関
係
の
始
ま

り
は
未
詳
で
あ
る
が
、
高
祖
院
が
細
川
顕
氏
か
ら
の
寄
進
状
に
よ
り
関
係
が
密
接
と
な
り
顕
氏
の
傍
に
従
軍
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
坂
口
太

郎
氏
は
、
上
記
の
「
高
野
山
文
書
出
納
注
文
」
の
史
料
と
合
わ
せ
て
、
こ
の
当
時
高
祖
院
の
僧
侶
は
京
都
に
在
京
し
て
い
た
可
能
性
を
筆
者
へ
御
教
示

い
た
だ
い
た
が
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。

次
に
挙
げ
る
の
が
、
『
御
前
落
居
記
録
』
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
室
町
幕
府
第
六
代
将
軍
の
足
利
義
教
の
治
世
の
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
九
月

二
日
よ
り
同
四
年
（
一
四
三
二
）
十
二
月
二
十
五
日
に
至
る
七
十
二
件
の
幕
府
に
受
理
さ
れ
た
各
種
訴
訟
の
裁
判
記
録
で
あ
る
。
そ
の
中
の
永
享
四
年
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（
一
四
三
二
）
十
一
月
二
十
六
日
付
の
文
書
に
、
「
高
野
山
高
祖
院
雑
掌
与
細
河
陸
奥
守
満
経
代
相
論
和
泉
国
土
生
郷
地
頭
職
三
分
壱
事
」
と
し
て
、
細

川
満
経
と
高
祖
院
の
間
で
相
論
が
発
生
し
て
い
る
。
細
川
満
経
は
顕
氏
の
孫
に
あ
た
る
。
満
経
が
、
祖
父
が
寄
進
し
た
高
祖
院
の
地
頭
職
を
横
領
す
る

事
件
が
起
き
た
の
で
あ
っ
た
。
顕
氏
の
時
代
に
築
か
れ
た
細
川
氏
と
高
祖
院
と
の
関
係
が
、
こ
の
頃
に
は
変
化
し
た
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
具
体

的
な
事
象
は
、
極
め
て
興
味
深
い
。
こ
の
事
件
は
細
川
満
元
の
宝
篋
印
塔
に
あ
る
満
元
の
没
年
の
応
永
三
十
三
年
（
一
四
二
六
）
か
ら
六
年
後
の
こ
と

で
あ
る
。
幕
府
の
裁
断
は
、
顕
氏
が
高
祖
院
へ
発
給
し
た
上
記
の
寄
進
状
を
根
拠
に
、
高
祖
院
の
訴
え
を
認
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
史
料
の
全
文

を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る

。（
（（

（
註

　

高
野
山
高
祖
院
雑
掌
与
細
河
陸
奥
守
満
経
代
相
論
和
泉
国
土
生
郷
地
頭
職
三
分
壱
事

如
雑
掌
申
者
、
祖
父
顕
氏
為
寄
進
地
之
處
、
今
度
安
堵
之
刻
、
一
円
横
領
、
無
其
謂
云
々
、
満
経
代
如
支
申
者
、
忘

譜
代
旧
好
訴
申
公
方
條
、
背
本
意
見
間
、
雖
為
少
分
、
可
奉
寄
他
院
云
々
、
顕
氏
寄
進
之
状
異
于
他
、
其
子
孫
争
可
及
違
乱
哉
、
所
詮
、
任
暦
応

元
年
十
月
九
日
寄
附
之
旨
、
可
返
付
当
院
由
、
所
被
成
御
教
書
也
、

　
　
　
　
　

永
享
四
年
十
一
月
廿
六
日　
　
　
　

左
衛
門
尉
貞
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肥
前
守
為
種

四
．
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
南
北
朝
時
代
の
高
野
山
は
、
南
朝
・
北
朝
の
両
朝
に
対
し
て
「
政
治
的
中
立
」
の
立
場
を
保
持
し
て
時
代
を
く
ぐ
り
抜
け
た
と
さ
れ
て
い

た
が
、
上
記
の
高
祖
院
の
関
係
史
料
に
よ
り
、
高
祖
院
の
立
場
は
明
ら
か
に
北
朝
方
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
高
野
山
が
南
北
朝
時
代
に
「
政

治
的
中
立
」
を
保
っ
た
と
す
る
根
拠
と
な
る
史
料
は
、
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
三
月
の
「
置
文
」
で
あ
る
。

（
（（

（
註

「
金
剛
峯
寺
一
味
契
状
」
を
文
書
名
と

す
る
こ
の
置
文
の
発
給
が
、
住
吉
の
戦
で
高
祖
院
が
討
ち
死
に
し
た
四
ヶ
月
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。
高
祖
院
の
討
ち
死
に
と
い
う

悲
劇
を
高
野
山
側
が
深
刻
に
受
け
止
め
て
、
翌
年
の
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
の
置
文
と
な
っ
た
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
。
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次
に
、
細
川
氏
と
高
祖
院
の
師
檀
関
係
（
あ
る
い
は
宿
坊
関
係
）
も
、
一
貫
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、『
御
前
落
居
記
録
』
に
よ
り
伺
わ
れ
る
。

明
ら
か
に
、
両
者
の
関
係
は
希
薄
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
発
見
の
細
川
満
元
宝
篋
印
塔
は
、
そ
の
宝
篋
印
塔
造
立
ま
で
は
細
川
氏
と
高
祖
院
が

師
檀
関
係
を
保
っ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
資
料
と
位
置
づ
け
さ
れ
る
。　

そ
れ
に
し
て
も
、
本
稿
の
最
初
に
紹
介
し
た
『
高
野
山
通
念
集
』
が
記
す
、
慶
長
年
中
に
建
立
さ
れ
た
顕
氏
以
下
の
細
川
家
代
々
の
諸
尊
霊
を
祀
る

霊
廟
は
如
何
な
る
性
格
の
施
設
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
、
慶
長
年
間
に
高
祖
院
側
が
意
図
的
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
何
ら
か

の
必
要
性
が
生
じ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

高
野
山
に
は
、
こ
の
細
川
満
元
の
宝
篋
印
塔
の
他
に
、
同
時
代
の
武
将
の
石
塔
と
し
て
、
奥
之
院
の
弘
法
大
師
の
御
廟
前
の
御
所
の
芝
に
は
足
利
将

軍
家
関
係
の
石
塔
が
六
基
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
足
利
三
代
将
軍
義
満
の
正
室
の
北
山
院
と
側
室
の
勝
鬘
院
、
四
代
将
軍
義
持
、
五
代
将
軍
義

量
、
六
代
将
軍
義
教
、
七
代
将
軍
義
勝
で
あ
る
。
こ
の
将
軍
家
の
他
で
は
、
赤
松
政
則
と
、
少
し
時
代
は
遡
る
が
畠
山
国
詮
の
石
塔
が
確
認
さ
れ
て
い

て
、
い
ず
れ
も
宝
篋
印
塔
と
し
て
の
石
塔
造
立
で
あ
る
。

（
（（

（
註

さ
ら
に
詳
し
く
は
、
今
後
そ
れ
ら
石
塔
の
調
査
研
究
を
進
め
、
考
察
を
深
め
て
論
考
を
公
に

し
た
い
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
坂
口
太
郎
氏
か
ら
は
種
々
御
教
示
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
註
1
）	

室
町
時
代
の
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
に
真
田
家
の
先
祖
の
海
野
棟
綱
が
蓮
華
定
院
宛
に
発
給
し
た
宿
坊
証
文
が
、
真
田
家
が
蓮
華
定
院
宛
に
発
給
し
た
現
存
最
古

の
も
の
と
し
て
残
る
。

（
註
2
）	

『
紀
伊
続
風
土
記
』
巻
五
十
四
、
『
紀
伊
続
風
土
記
高
野
山
之
部
』
総
分
方
巻
之
十
一
の
蓮
華
定
院
の
項
。

	

『
高
野
山
通
念
集
』
（
『
近
世
文
芸
叢
書
』
第
二 

名
所
記
二
（
明
治
四
十
三
年
刊
）
所
収
）
。

（
註
3
）	

『
尊
卑
分
脈
』
第
三
篇
（
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
六
十
巻
上
）
。

（
註
4
）	

『
薩
戒
記
』
応
永
三
十
三
年
十
月
十
六
日
の
条
（
『
大
日
本
古
記
録
』
薩
戒
記
三
（
平
成
十
八
年
刊
）
。

	

『
満
済
准
后
日
記
』
応
永
三
十
三
年
十
月
十
六
日
の
条
（
『
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
叢
書
』
第
四
（
大
正
九
年
刊
）
）
。　

（
註
5
）	

川
勝
政
太
郎
『
石
造
美
術
入
門 

歴
史
と
鑑
賞
』
（
社
会
思
想
社　

昭
和
四
十
二
年
刊
）
。

（
註
6
）	

周
辺
地
域
の
再
調
査
に
際
し
て
は
、
高
野
七
口
再
生
保
存
会
の
入
谷
和
也
・
城
戸
良
幸
・
北
本
一
美
・
児
玉
康
宏
・
森
下
稔
の
各
氏
の
協
力
を
得
た
。

（
註
7
）	

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典 

二
六 

京
都
府
上
巻
』（
角
川
書
店　

昭
和
五
十
七
年
刊
）
。
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
二
七
巻 

京
都
市
の
地
名
』（
平
凡
社 

昭
和
五
十
四
刊
）
。
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（
註
8
）	

『
京
都
府
地
誌
』
を
史
料
に
、
『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
二
七
巻 

京
都
市
の
地
名
』
（
平
凡
社　

昭
和
五
十
四
刊
）
に
記
載
。

（
註
9
）	

『
両
山
歴
譜
』
（
『
本
能
寺
史
料 

古
記
録
篇
』
（
藤
井
学
・
波
多
野
郁
夫
編 

思
文
閣
出
版 

平
成
十
八
年
刊
）
所
収
）
。

（
註
10
）	

い
ず
れ
も
、
『
釈
教
歌
詠
全
集
』
第
三
巻
（
河
出
書
房　

昭
和
九
年
刊
）
所
収
。

（
註
11
）	
木
下
浩
良
「
金
剛
峯
寺
遺
跡
（
大
乗
院
跡
駐
車
場
整
備
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
）
出
土
の
石
造
物
に
つ
い
て
」
『
金
剛
峯
寺
遺
跡
―
大
乗
院
跡
駐
車
場
整
備
事
業
に
伴

う
発
掘
調
査
報
告
書
―
』
（
高
野
町
教
育
委
員
会
、
平
成
十
九
年
刊
）
所
収
。

（
註
12
）	

木
下
浩
良
「
高
野
山
金
剛
三
昧
院
の
礎
石
転
用
五
輪
塔
と
転
用
の
意
義
に
つ
い
て
」『
密
教
学
会
報
』
五
三
号
（
高
野
山
大
学
密
教
学
会　

平
成
二
十
七
年
刊
）
所
収
。

	

木
下
浩
良
「
高
野
山
奥
之
院
出
土
金
銅
製
宝
篋
印
塔
の
銘
文
に
つ
い
て
」
『
密
教
文
化
』
二
四
二
号
（
密
教
研
究
会　

令
和
元
年
刊
）
所
収
。

（
註
13
）	

享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
「
村
上
顕
胤
宿
坊
証
文
」
・
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
「
小
泉
昌
宗
宿
坊
証
文
」
・
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
「
伴
野
貞
秀
宿
坊
証
文
」
・
天
正

八
年
（
一
五
八
〇
）
「
大
井
正
棟
宿
坊
証
文
」
（
「
蓮
華
定
院
文
書
」
『
高
野
山
文
書
』
第
七
巻
（
高
野
山
文
書
刊
行
会 　

昭
和
十
三
年
刊
）
所
収
）
。

（
註
14
）	

坂
口
太
郎
氏
御
教
示
。

（
註
15
）	

本
寄
進
状
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
『
高
野
山
大
学
創
立
百
十
周
年
記
念
善
本
聚
粹
』
（
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館 

平
成
八
年
刊
）
に
影
印
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
註
16
）	

『
紀
伊
続
風
土
記
高
野
山
之
部
』
巻
之
十
八
の
高
祖
院
の
項
。

	

『
高
野
山
通
念
集
』
（
『
近
世
文
芸
叢
書
』
第
二 

名
所
記
二
（
明
治
四
十
三
年
刊
）
所
収
）
。

（
註
17
）	

『
高
野
山
通
念
集
』
（
『
近
世
文
芸
叢
書
』
第
二 

名
所
記
二
（
明
治
四
十
三
年
刊
）
所
収
）
。

（
註
18
）	

『
中
世
法
制
史
料
集
』
第
六
巻
（
佐
藤
進
一
・
百
瀬
今
朝
雄
・
笠
松
宏
至
編　

岩
波
書
店 

平
成
十
七
年
刊
）
所
収
。

（
註
19
）	

（
註
16
）
に
同
じ
。

（
註
20
）	

『
高
野
山
諸
院
家
帳
』
は
高
野
山
多
聞
院
重
義
が
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
二
月
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
を
紹
介
す
る
と
、
「
文
明
五
癸
巳
二
月
廿
八
日
於
谷

上
多
聞
院
書
之
、
住
持
重
義
泉 

慶 

房　

六
十
九
歳

」
と
あ
る
。
本
文
献
は
高
野
山
三
宝
院
所
蔵
の
文
献
で
、
高
野
山
大
学
図
書
館
へ
寄
託
の
資
料
の
一
つ
。
書
風
及
び
紙
質
等
か
ら
、

奥
書
に
あ
る
室
町
時
代
中
頃
の
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
の
も
の
に
間
違
い
な
い
。
本
文
献
を
初
め
て
公
に
さ
れ
た
の
は
中
野
達
慧
氏
で
、「
高
野
山
史
の
研
究
（
下
篇
）
」

（
『
密
教
研
究
』
第
五
二
号
（
昭
和
九
年
刊
）
所
収
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
た
。

（
註
21
）	

『
紀
伊
続
風
土
記
高
野
山
之
部
』
。

（
註
22
）	

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
藤
川
昌
樹
氏
に
よ
り
詳
細
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
藤
川
昌
樹
「
中
・
近
世
高
野
山
に
お
け
る
「
谷
」
の
構
成
と
変
遷
」
『
建
築
史
の

空
間
－
関
口
欣
也
先
生
退
官
記
念
論
文
集
－
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版　

平
成
十
一
年
刊
）
所
収
。

（
註
23
）	

日
野
西
眞
定
編
『
高
野
山
古
絵
図
集
成
解
説
索
引
』
（
タ
カ
ラ
写
真
製
版
株
式
会
社　

昭
和
六
十
三
年
刊
）
。

（
註
24
）	

日
野
西
眞
定
編
『
高
野
山
古
絵
図
集
成
』
（
清
栄
社　

昭
和
五
十
八
年
刊
）
。

（
註
25
）	

日
野
西
眞
定
編
『
高
野
山
古
絵
図
集
成
』
（
清
栄
社　

昭
和
五
十
八
年
刊
）
、
及
び
同
書
所
収
の
明
治
二
十
一
年
「
高
野
山
焼
失
全
図
」
。

（
註
26
）	

『
紀
伊
続
風
土
記
高
野
山
之
部
』
巻
之
十
八
の
高
祖
院
の
項
。
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（
註
27
）	

高
野
山
山
頂
は
八
葉
の
蓮
華
の
華
が
咲
い
て
い
る
様
を
表
し
て
い
る
と
の
信
仰
が
あ
り
、
周
囲
の
山
々
を
内
八
葉
、
外
八
葉
と
す
る
。
鉢
伏
山
は
外
八
葉
の
山
の
一
つ

（
甲
田
博
史
「
高
野
山
八
葉
峰
」『
高
野
山
大
学
学
報
』
四
十
号
（
高
野
山
大
学　

平
成
十
一
年
刊
）
所
収
）
。
鎌
倉
時
代
初
期
の
成
立
の
文
献
と
さ
れ
る
『
高
野
山
秘
記
』

に
、
鉢
伏
山
は
「
覆
鉢
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
「
高
野
山
秘
記
」
『
中
世
高
野
山
縁
起
の
研
究
』
（
阿
部
泰
郎
編　

元
興
寺
文
化
財
研
究
所　

昭
和
五
十
八
年
刊
）
。

（
註
28
）	

「
高
野
山
文
書
出
納
注
文
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
古
文
書 

家
わ
け
第
一 

高
野
山
文
書
』
第
八
巻
「
又
続
宝
簡
集
百
十
二
－
一
八
一
四
」
。

（
註
29
）	

後
藤
紀
彦
「
口
絵
解
説 

杲
宝
僧
都
日
記
」
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
報
』
十
八
号
（
昭
和
五
十
八
年
刊
）
所
収
。

（
註
30
）	

桑
山
浩
然
校
訂
「
御
前
落
居
記
録
」
『
室
町
幕
府
引
付
史
料
集
成
』
上
巻
（
近
藤
出
版
社　

昭
和
五
十
五
年
刊
）
所
収
。

（
註
31
）	

「
金
剛
峯
寺
一
味
契
状
」
『
金
剛
峯
寺
文
書 

乾
』
（
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
十
一
）
。

（
註
32
）	

木
下
浩
良
「
高
野
山
の
石
造
物
」
『
高
野
町
史 

民
俗
編
』
（
高
野
町　

平
成
二
十
四
年
刊
）
所
収
。

　

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
細
川
満
元
・
細
川
氏
・
高
野
山
・
宝
篋
印
塔
・
高
祖
院
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